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市政についてのご意見・ご相談はお気軽にどうぞ！

「都市計画法」の見直しを
地域の特性や環境などに
　　　　　配慮することが反映できるように

　第３回定例会において、継続審査と
なっていました「高崎高層マンション
建設に関する請願」が不採択になりま
した。
　請願の趣旨は、高崎の大型スーパー
跡地に高層マンション建設計画があり、
建設に当たっては、都市計画法及び建
築基準法並びに本市の各条例、規則な
どに抵触しなければ建設することが可
能であることは承知している。しかし
ながら、高層マンションが建設されれ
ば、日照権やプライバシー権、眺望等の侵害、資産価値の低下の問題など、日常生活
に多大な支障を来すものである。住民の権利及び生活の安心・安全を確保するため、
都市計画法に定める用途地域の種類及び制限の対象などについて、地域の特性や環境、
景観などに配慮することが反映できるように、法改正することを求めるものです。
　私は建設常任委員会の中で、「高層マンション建設に係る問題は、市内のあちこち
で起こりうる問題なので、もう少し協議すべきだ」と継続審査を主張しましたが、採
決することになり、採択することに賛成しましたが、残念ながら不採択になりました。

9/12　議長に代わり、議事の進行を務めました



②　市政れぽーと

たかのクン走る
６
月
　１日　議会活性化推進会議
　４日　議会運営委員会、事務事業選定調整会議
　７日　大分市上下水道局優良建設工事表彰式
１３日　議会運営委員会、市議会防災会議
２１日　議会運営委員会
２３日　市議会防災会議
２６日　大分市優良建設工事表彰式
２８日　稙田地区社会福祉協議会総会
　６日　建設常任委員会
１０～
１２日　建設常任委員会視察

１３日　西部地区防災会議
１５日　消防操法大会
１７日　議会活性化推進会議
１８日　庄の原佐野線滝尾・
　　　　　明野地区促進期成会総会
１９日　大分市暴力絶滅協議会総会
２０日　アベイロ市訪問団歓迎会
２１日　稙田地区防災会議
２４日　中九州・地域高規格道路促進期成会総会
２５日　正副議長会意見交換会

２６日　建設常任委員会
２８日　ななせの火群まつり
３１日　議会運営委員会
　２日　ムッちゃん平和祭
　４日　市民おどりの祭典
　７日　市議会臨時会
２３日　議会活性化推進会議、建設常任委員会
２７日　議会運営委員会
３０日　「第３回おおいた食と暮らしの祭典」
　　　　　実行員会総会
３１日　建設常任委員会
　２日　田尻グリーンハイツ北区敬老会　
　３日　議会運営委員会
　９日　県民体育大会（議員陸上）
１０日　県民体育大会（議員ソフト）
１６日　光吉新町敬老会
１９日　議会活性化推進会議
２２日　田尻小学校運動会
２３日　田尻敬老会
２８日　市民意見交換会街頭ビラ配布

７
月

８
月

９
月

11/11
「すべての市民に 
　　　　あたたかさあふれる大分市」の実現を

【 朗 報 】

　11月11日、若草公園において第36回暴力
絶滅おおいた市民大会が、関係の皆さま多数
集まる中、盛大に開催されました。その中で
「暴力絶滅標語コンクール」表彰式が行われ、
数ある応募の中から選ばれた作品が紹介され
ました。その優れた標語が多くの方々の心に
響き、暴力絶滅思想の普及と高揚につながる
ことを願っています。
　これからも、暴力のない、やさしさと思い
やりにあふれた明るいまちづくりに積極的に
取り組んでまいります。

活 動 ダ イ ア リ ー

９／９　県民体育大会
　　　　議員陸上 ４×100mリレー
　　　　昨年に引き続き優勝

９／10　県民体育大会 議員ソフト
　　　　 優勝！ ２番ライトで出場

11／４　ミス・インターナショナル
　　　　 世界大会各国代表歓迎会



市議会報告 絆　③

市議会通信　　４３号 ２０１８年９月議会報告

絆
きずな

発行所・大分市議会社会民主クラブ
住　所・大分市荷揚町２番３１号

９月議会

補正予算

一般議案

　９月３日～28日まで議会が開催されました。
　今回は例年と同じく、後半には昨年度予算の決算審査を行いました。

◎危険ブロック塀等・除去事業の追加・・・１,０５０万円（追加１５０件分）
道路に面した民間の危険なブロック塀等の除去に補助する予算を追加します。

◎市有施設ブロック塀等改修事業・・・３,９６０万円
学校など市有施設のブロックなどの改修を行います。

◎民間放課後児童クラブ活用事業（施設改修等補助）・・・１,８００万円
４校区（松岡・大道・明治・賀来）の民間放課後児童クラブの施設改修費に補助します。
（必要度に応じた事業です）

◎市立幼稚園の保育室空調機整備事業・・・６,２００万円
市立幼稚園のうち６園（２年制実施）の保育室にエアコンを設置します。

◎企業の立地に対する助成・・・５億９６万円
市内企業の設備投資等に助成を、当初予算の14社分に追加し、さらに14社へ助成します。
これで雇用創出を図ります。

◎南春日駄原線歩道整備事業・・・１億８００万円
今度整備された駄原運動場周辺の歩道を整備します。

◎佐野清掃センター機能整備事業
　・・・９,７２０万円
排出物の冷却設備の改修を行います。

◎横尾土地区画整理事業・・・８,０００万円
大東中の東側の土地を利活用できるよう整備します。      

◎民間放課後児童クラブ活用事業（来年度分）
　・・・３,４４０万円（債務負担行為）
来年度運営するクラブ（上記４校区）の運営費の予算を前倒しで承認します。

◎小中学校幼稚園防犯対策強化事業
　・・・８,７００万円（平成35年度まで債務負担行為）
市立小中学校・幼稚園に防犯カメラを設置します。

一般会計・９億６,８００万円の補正

南春日駄原線の歩道

◎市犯罪被害者等支援条例の制定
犯罪被害者への相談や見舞金、住宅などの支援を行います。

◎市議会議員及び市長の選挙運動の公費負担に関する条例の改正
選挙法において選挙運動用ビラ作成について公費負担できるようになります。



④　市議会報告 絆

　昨年度決算の審査を正副議長と監査委員の４名を除く40名の議員で行いました。
下記の通り、事務事業評価も行いました。以下概要をお知らせします。

【意　見　書】
次の意見書が採択されました。

決算審査特別委員会

【２０１７年度の決算審査】

　一般会計の歳入の総額は、1,778億2,000万円、歳出の総額は1,729億9,760万円
です。その差し引きの形式収支は48億2,200万円の黒字で、翌年度に繰り越すべき
財源を引いた実質収支は41億2,800万円の黒字です。
　歳入では、市税が786億6,000万円で、前年度より８億300万円の増、市税等の自
主財源の割合も55.2％で、前年度比2.1%の増で自立できていると言えます。しかし
一方で財政調整基金（貯金）からの取り崩しが23億2,000万円程あり、今後注視し
なければなりません。
　歳出では、義務的経費の、人件費は280億500万円で前年度比４億900万円の減で
ありますが、扶助費が519億500万円で、前年度比14億3,000万円の増は、保育所等
への給付費の増によるものです。市の借金返済金である公債費が196億2,400万円で
前年度比３億1,600万円の増で、義務的経費全体も増加しています。そのほか土木費
が204億5,000万円で前年度より23億9,300万円の増、教育費は碩田学園の建設が終
了し前年度比54億7,800万円の減の136億8,200万円です。
　市の「財政指標等」では義務的経費が予算に占め
る割合である「経常収支比率（80％以下が望まし
い）」は92.9％で、財政が硬直化してきています。
また、借金の返済である公債費が占める割合の「公
債費比率（15％以下が望ましい）」は、10.6％でこ
の点は、まだ余裕があると言えます。
　また市の貯金とも言える基金では主要３基金の残
高は、198億9,570万円で前年度比23億3,000万円
の減となっており、借金である市債の総額は1,723
億6,700万円で、前年度比46億9,300万円の減と
なっています。市債
のうち臨時財政対策
債は増加しています
が、市債全体の総額
は減っている状況で
す。
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事　業　名 評価
結果

地 域 お こ し 協 力 隊 事 業

男 女 共 同 参 画 推 進 事 業 

国 際スポーツ誘致推進事業

産休等代替職員雇用費補助金

子ども家庭支援センター事業

健 康 推 進 員 地 域 活 動 事 業

奨 学 助 成 事 業

大分っ子基礎学力アップ推進事業

スクールソーシャルワーカー活用事業

道路維持費（認定外道路整備）

周辺地域循環型交通実証運行事業

ふるさと団地の元気創造推進事業

ごみ減量・リサイクル推進事業

おおいた産品創出・魅力発信事業

高崎山おさる館等指定管理業務

拡充

継続

継続

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

拡充

継続

継続

継続

継続

拡充

◎旧優生保護法による強制不妊手術に被害者に対する早急な救済を求める意見書
旧優生保護法下で強制不妊手術された被害者に対して早急な救済を求めるものです。

〈我が会派から提出したが不採択になったもの〉　
◎主要農産物種子法の復活を求める意見書


